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問題の所在と研究の目的・方法

2008年に改訂された 『小学校学習指導要領 (理科)』

及び 『中学校学習指導要領 (理科)』 (2008) では, 科学

の基本的な見方や概念を柱として, 小・中・高等学校を

通じた理科の内容の構造化が行われた｡ それに伴い,

『小学校学習指導要領解説理科編』 (2008) 及び 『中学校

学習指導要領解説理科編』 (2008) には, 小学校・中学

校理科を通した全ての単元の構造が ｢エネルギー｣, ｢粒

子｣ 及び ｢生命｣, ｢地球｣ という内容の柱 (以下, ｢エ

ネルギー｣, ｢粒子｣, ｢生命｣, ｢地球｣ と表記) ごとに一

つの内容の構成図に示された｡ この内容の構成図を見る

と, 子どもがこれから学習する単元は, 小学校及び中学

校第何学年の何という単元の学習を踏まえているか, さ

らにこの単元が後の学年の何という単元につながってい

るのか, 一目で分かる｡ すなわち, 今期学習指導要領に

基づく理科授業においては, これまでの既習事項を踏ま

えた授業展開が教師に求められているのである｡

では, 理科学習で取り扱われる科学的知識や科学的概

念などの学習内容は, 単元間で具体的にどのようなつな

がりがあるのであろうか｡ さらに, 観察・実験のスキル

を含む教育方法は, 単元間で具体的にどのようなつなが

りが見られるのであろうか｡

これらの点が明確に分かる教師用一覧資料があれば,

学習内容及び学習方法双方の既習事項を踏まえた授業が

より容易に構想できるはずである｡ これが本資料作成に

取り組んだ筆者の問題意識である｡

そこで本稿では小学校理科に焦点を当て, 小学校理科

の各単元の学習内容及び学習方法は, 同学年や他学年の

何という単元と関連性が見られるのか｡ この点が視覚的

に分かる教師用一覧資料の作成を試みた｡

同様の研究は, すでに栢野ら (2012) によって報告さ

れている1)｡ しかし, 栢野らの研究は2008年に改訂され

た小学校学習指導要領下における改訂前の教育出版版教

科書 (2011) に検討を加えた研究である2)｡ 本研究は,

同じ2008年に改訂された学習指導要領下における教科書

であるが, 筆者らのうちの一人が勤務予定の岡山県で多

く採択されており, かつ改訂後の東京書籍版教科書

(2017) である｡

そこで東京書籍版小学校第３～６学年の理科教科書に

加え, 『小学校学習指導要領解説理科編』 (2008) を基本

的資料として用いて, それらに記載された学習内容及び

学習方法のつながりに分析・検討を加えた3)｡

2017年に新学習指導要領が告示されたが, 改訂による

新規項目は, ｢音の性質｣, ｢雨水の行方と地面の様子｣

のみと少ない｡ そのため, 今回作成した資料も2017年版

学習指導要領の下で活用できる4)｡ また, 2017年版学習

指導要領に則した教科書はまだ出版されていない｡ 加え

て, 今回分析・検討の対象となった東京書籍版教科書は,

岡山県だけでなく島根県内の松江・出雲・浜田地区で採

択されている｡

Ⅰ. 学習内容及び学習方法のつながりを示す

教師用一覧資料の作成

｢エネルギー｣, ｢粒子｣, ｢生命｣, ｢地球｣ 内のそれぞ

れの学習内容及び学習方法のつながりを示す教師用一覧

資料は, 次の手順で作成した｡

① 『小学校学習指導要領解説理科編』 (2008), 14～17

頁に記載された内容の構成図をもとに, この図に示
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された学習内容が小学校教科書のどの単元と一致し

ているのか明らかにした｡

② 小学校教科書の各単元に記載されている全ての学習

内容と学習方法をとりだし, 小学校教科書における

各単元の学習方法と学習内容を把握した｡

③ ①及び②をもとに, 小学校教科書各単元における科

学的知識や科学的概念に関する学習内容に加えて,

観察・実験におけるスキルを含めた学習方法のつな

がりを見いだした｡ そしてそれらを視覚的に捉えら

れる教育内容及び教育方法のつながりを示す教師用

一覧資料を作成した｡

１. ｢エネルギー｣ を柱とした内容での学習内容及び学

習方法のつながりを示す教師用一覧資料

図１には, ｢エネルギー｣ 内の学習内容及び学習方法

のつながりが示されている｡

２. ｢粒子｣ を柱とした内容での学習内容及び学習方法

のつながりを示す教師用一覧資料

図２には, ｢粒子｣ 内の学習内容及び学習方法のつな

がりが示されている｡

３. ｢生命｣ を柱とした内容での学習内容及び学習方法

のつながりを示す教師用一覧資料

図３には, ｢生命｣ 内の学習内容及び学習方法のつな

がりが示されている｡

４. ｢地球｣ を柱とした内容での学習内容及び学習方法

のつながりを示す教師用一覧資料

図４には, ｢地球｣ 内の学習内容及び学習方法のつな

がりが示されている5)｡

なお, 図１～４中に示された矢印は以下のつながりを

示している｡

表１ 図１～４中に示された矢印が示すつながり

学習事項のまとめ方のつながりと, 観察・実験に関わ

るつながりについては, 学習内容のつながりと学習方法

のつながりを教科書から抽出している時に, 合わせて見

いだした内容となる｡

Ⅱ. 学習内容及び学習方法, 学習事項のまとめ方の

つながりの特徴

前章で示した図１～４では, ４枚の教師用一覧資料に

対する説明文が添えられていないため, 図を見ただけで

は学習内容や学習方法の特徴の把握が難しい｡

そこで, 図１～４において実線の矢印で示された学習

内容に関するつながりの特徴を明らかにするための詳細

な検討を次の手順で行ったので以下に記す｡

① 各図１～４それぞれに示された全ての矢印に番号を

付した｡ 番号は, 各図で示された領域ごとにの第３

学年の単元から順に沿って付した｡ また, 学習内容,

学習方法, 学習事項のまとめ方, 観察・実験の順に

番号を付した｡ 番号とともに領域が分かるように,

各領域の頭文字 (エ, 粒, 生, 地) を付した｡ さら

に, 学習内容及び学習方法, 観察・実験に関わるつ

ながりは, 吹き出しを用いて具体的に何がつながっ

ているかを明示して, つながりをより視覚化した｡

② 矢印に付された連番ごとに, １) どの学年とどの学

年間のつながりか, ２) ４つの内容の柱のうちのど

の単元とどの単元のつながりか, ３) どのような学

習内容でつながっているのか, について検討を加え

た｡

同様な方法によって, 図１～４において実線の矢印で

示された学習方法に関するつながり, 長い点線の矢印で

表された学習事項のまとめ方のつながり, 短い点線, 二

点鎖線の矢印で示された観察・実験に関わるつながりに

ついても, その特徴に検討を加えた｡

１. 科学的知識や科学的概念などの学習内容に関連する

つながりの特徴

上述した検討を加えた結果, ｢金属の性質｣ に関する

学習内容のつながりに特徴が見いだされた｡

図５には, 金属の性質に関連する学習内容のつながり

を示す教師用一覧資料が示されている｡ なお, 図５は,

図１に示された直線矢印を取り上げ, 学習内容のつなが

りがわかりやすくまとめられ再掲されたものである｡ 矢

印の番号は図１～４と同様である｡ ２つの領域に同じつ

ながりを示している矢印がある場合には, １つの矢印に

２つの番号 (例, エ16・粒52) を付した｡

図５より, 次の諸点に関するつながりが分かる｡

第一に, 第３学年において, 金属学習の基礎といえる

電気を通す物を金属と学習する単元 (｢明かりをつけよ

う｣) が設定されている｡

第二に, 図５に実線矢印エ11に示されるように第３学

年 ｢明かりをつけよう｣ 単元では, 金属の性質を学習し,

第３学年 ｢じしゃくにつけよう｣ 単元では, 金属でも磁

石につくものとつかないものがあることを学び, 学習内

容がつながっている｡

第三に, 図５に実線矢印エ16・粒52に示されるように

第３学年 ｢じしゃくにつけよう｣ 単元では金属の性質を

学習し, その学習内容が第６｣ 6学年 ｢水溶液の性質と

はたらき｣ 単元につながっている｡ 第６学年 ｢水溶液の

性質とはたらき｣ 単元では, 見た目で水溶液の違いが分

かるのか実験をする｡ 問題は ｢金属が溶けた液から, 出

てきた固体は, もとの金属と同じものなのだろうか｣ で
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あり, この問題を解決するために, 今までに学習してき

たことを踏まえて子どもたちが自分たちで実験の計画を

立てる｡ その際, 同単元の実験結果や第５学年の学習内

容だけでなく, 第３学年の学習内容を思い出すように教

科書に記載がある｡

このことから, 教師自身が学習内容のつながりをわかっ

ておくことで, これらを踏まえて子どもが学びを深める

ことができる｡ 実験に内容も加えることができることが

分かる｡

２. 観察・実験のスキルを含めた学習方法に関連するつ

ながりの特徴

上述した検討を加えた結果, 虫メガネに関する学習

方法, 方位磁針に関する学習方法, に特徴が見られた｡

虫メガネに関連する学習方法のつながりの特徴

図６には, 虫メガネに関連する学習方法のつながりを

示す教師用一覧資料が示されている｡ なお, 図６は, 図

３に示された直線矢印を取り上げ, 学習方法のつながり

がわかりやすくまとめられ再掲されたものである｡ 矢印

の番号は図１～４と同様である｡ ２つの領域に同じつな

がりを示している矢印がある場合には, １つの矢印に２

つの番号 (例, 生37・地８) を付した｡

図６より, 次の諸点に関するつながりが分かる｡

第一に, 図６に実線矢印生１, 生12, 生18, 生23, 生

29, 生32, 生39, 生51, 生62, 生72, 生79, 生88, 生106

に示されるように, 第３～６学年において, 生命領域を

中心に虫メガネは, 小さい物を拡大して見るために使用

され, 各単元につながっている｡

第二に, 図６に実線矢印生37・地８に示されるように,

第３学年 ｢実ができたよ｣ 単元では, 小さい物を拡大し

て見るために虫メガネを使用している｡ 第３学年 ｢太陽

の光を調べよう｣ 単元では, 太陽の光を集めるために使

用している｡

このことから, 第３学年で虫メガネの使用方法を説明

し, 確実に身につけさせる必要がある｡ 授業内で虫メガ

ネの性質を子どもに理解させる必要もある｡

方位磁針に関する学習方法のつながりの特徴

図７には, 方位磁針に関連する学習方法のつながりを

示す教師用一覧資料が示されている｡ なお, 図７は, 図

４に示された直線矢印を取り上げ, 学習方法のつながり

がわかりやすくまとめられ再掲されたものである｡ 矢印

の番号は図１～４と同様である｡ ２つの領域に同じつな

がりを示している矢印がある場合には, １つの矢印に２

つの番号 (例, 地５・エ13, エ18) を付した｡

図７より, 次の諸点に関するつながりが分かる｡

第一に, 図７に実線矢印地６, 地24, 地31, 地45に示

されるように, 第３～６学年において, 地球領域を中心

に方位磁針は, 方位を記録するために使用され, 各単元

につながっている｡

第二に, 図７に実線矢印地５・エ13, エ18に示される

ように第３学年 ｢太陽とかげの動きを調べよう｣ 単元で

は, 方位磁針は, 方位を記録するために使用されている｡

第３学年 ｢じしゃくにつけよう｣ 単元では, 磁力の性質

を調べるために使用している｡

このことから, 授業で方位磁針の性質を子どもに理解

させる必要があることがわかる｡

３. 学習事項のまとめ方と観察・実験に関連するつなが

りの特徴

学習事項のまとめ方のつながりの特徴

表２には, 学習事項のまとめ方を示す教師用一覧資料

が示されている｡ 表１は, 図１～４に示された実線矢印

を取り上げ, 学習事項のまとめ方がわかりやすくまとめ

られ再掲されたものである｡

表２より, 第３～６学年全50単元中46の単元で, 絵ま

たは図で学習事項をまとめていることが分かる｡ 同様に,

50単元中23の単元で表を用いて学習事項をまとめている｡

グラフでまとめているのは, 50単元中13の単元であるこ

とがわかる｡ また, 絵や図, 表, グラフのどれかを一つ

だけ用いてまとめている単元は, 50単元中19の単元であ

る｡

全学年で文章に加えて, 絵または図を用いて学習内容

をまとめている単元が多いため, 理科を学習し始める第

３学年から文章, 絵, 図の書き方の習熟を図る必要があ

る｡

このことから, 『小学校学習指導要領解説理科編』

(2008) には, まとめ方の具体的な記載がないため, 教

員が勤務する小学校で採択されている教科書を熟読して,

準備をする必要があるといえる｡

観察・実験に関わるつながりの特徴

図８には, 観察・実験の視点のつながりの大きな特徴

を示す教師用一覧表を作成した｡ なお, 図８は, 図２に

示された直線矢印を取り上げ, 観察・実験に関わるつな

がりがわかりやすくまとめられ再掲されたものである｡

図８より, 次の諸点に関するつながりが分かる｡ 矢印

の番号は図１～４と同様である｡ ２つの領域に同じつな

がりを示している矢印がある場合には, １つの矢印に２

つの番号 (例, 粒13, 粒16) を付した｡

第一に, 図８に実線矢印粒13, 粒16に示されるように,

第４学年 ｢とじこめた空気と水｣ 単元から第４学年 ｢物

の体積と温度｣ 単元へ, また第4学年 ｢物の体積と温度｣

単元から第４学年 ｢水のすがたと温度｣ 単元へ実験の際,

｢水面の位置｣ を見て結果を考えるつながりが見られる｡

第二に, 図８に実線矢印粒22・地36に示されるように,

第４学年 ｢水のすがたと温度｣ 単元から第４学年 ｢自然

のなかの水のすがた｣ 単元へ実験の際, ｢水面の位置｣

を見て結果を考えるつながりが見られる｡

このことから, 領域は違うが, 前単元でどのような視

点で実験を行えば良いか理解させることができたら, 実

験の際にどのような点に注目したらよいかについて子ど

139



小学校 ｢理科｣ における学習内容及び学習方法のつながりを示す教師用一覧資料の作成 ２

も自身に考えさせることができる｡ また, 実験を行う際

どのようなことに注意をし, どのような実験を行えばよ

いか子ども自身に考えさせることができる｡

おわりに

教師用一覧資料の作成を通して, 学習内容及び学習方

法, 学習事項のまとめ方, 観察・実験に関わるつながり

の既習事項を踏まえた授業を構想するための次の２つの

示唆が得られた｡

第一に, 学習内容及び学習方法, 学習事項のまとめ方,

観察・実験に関わるつながりにおいて, 図１～４では,

第３学年の単元から矢印つながりがはじまることから,

第３学年の学習内容を確実に身につけさせる必要がある｡

第二に, 例えば, 図1の ｢エネルギー｣ を柱とする内

容の図を見ると, エネルギー以外の内容の柱から ｢エネ

ルギー｣ へ向けて多くの矢印のつながりが示されている｡

それとともに, ｢エネルギー｣ からエネルギー以外の内

容の柱の向けて多くの矢印のつながりが示されている｡

他の柱も同じ傾向が見られることから, 各単元のつなが

りは各領域だけでなく領域をまたぎつながっていること

があるため, 『小学校学習指導要領解説理科編』 を読む

だけでなく, 教科書の熟読が必要である｡

註

１) 栢野他： ｢小学校 ｢理科｣ における学習内容及び学

習方法のつながりを示す教師用一覧資料の作成｣ ,

『島根大学教育学部紀要』 , Vol.46,p.29～41.2012.

２) 栢野らが研究で検討を加えた小学校第３～６学年の

理科教科書は次の４冊である｡

① 教育出版：『地球となかよし小学理科３』, 2011.

② 教育出版：『地球となかよし小学理科４』, 2011.

③ 教育出版：『地球となかよし小学理科５』, 2011.

④ 教育出版：『地球となかよし小学理科６』, 2011.

３) 本研究で検討を加えた小学校第３～６学年の理科教

科書は次の４冊である｡

① 東京書籍：『新編 新しい理科３』, 2017.

② 東京書籍：『新編 新しい理科４』, 2017.

③ 東京書籍：『新編 新しい理科５』, 2017.

④ 東京書籍：『新編 新しい理科６』, 2017.

４) 文部科学省：『小学校学習指導要領解説理科編』.

2018.

５) 図１～４に記載された表記の意味内容は次の通りで

ある｡

・単元及び小単元名は東京書籍版教科書 (2017) に記

載された名称で表記した｡

・吹き出しは, つながりの内容が示されている｡
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図１. ｢エネルギー｣ を柱とした内容での学習内容・方法のつながり
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図２. ｢粒子｣ を柱とした内容での学習内容・方法のつながり
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図３. ｢生命｣ を柱とした内容での学習内容・方法のつながり
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図４. ｢地球｣ を柱とした内容での学習内容・方法のつながり
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図５. 金属の性質に関連する学習内容のつながり

図６. 虫メガネに関連する学習方法のつながり
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図７. 方位磁針に関連する学習方法のつながり

図８. 観察・実験の視点のつながり
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表２. 全学年全単元の学習事項のまとめ方




